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特別支援学級の教室環境 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室内の配置例 

児童生徒の実態や生活の流れに合わせてものの置き場や座席の配置を考えていきます。 

 
 
 
 
 
 

着替え 

スペース 

児童生徒

座席 教師

用机 

提出物 

 

ロッカー 

黒板 

長机など 

（着替え、集団学習等で使用） 

リラックス 

スペース 出
入
り
口 

出
入
り
口 

教材の棚 

リラックススペース 
 

個別学習スペース 
 

気持ちを落ち着かせる必要がある児

童生徒のために、リラックスできるス

ペースを作ると有効です。仕切りを設

ける、畳を敷く、ソファーを置くなど

の工夫をしている学級もあります。  児童生徒の実態や学習内容によっ

ては、個別に学習スペースを作る場

合があります。集中しやすいように

壁に向けたり、仕切りを設けたりす

るなど、児童生徒の様子を見ながら

工夫しましょう。 
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課題①

Ａさん

渡りの指導とは 子どもの間を渡って行う個別指導

時
間
の
経
過

課題②

課題③

課題④

課題① 課題① 課題①

課題② 課題②

課題③ 課題③

課題②

課題③

課題④課題④ 課題④

Ｂさん Ｃさん Ｄさん

①実態把握における留意点

・下学年の学習を行ってみて、どの
段階でつまづいているか学習指
導要領、教科書等をもとに判断を
する。

②学習課題の設定の視点

・前時までの学習の定着を図るた
めに、類似問題を自立課題に設
定する。
・前時までやってきた学習より少し
だけレベルを上げた課題を設定
する。

実態把握から、学習課題の設定へ

中
心
課
題

自
立
課
題

個に応じた学習課題を設定できたことで、
学習の理解が深まった

前時にやった
ものと類似した
課題で、子どもが

自分でできるも
のを用意！

前時より少し
難しい課題に
チャレンジ！

☆学習の流れ表

中
心
課
題

自
立
課
題

できたら、裏に！

全部はなまるに
なったら、終了！

見通しを持ち、
落ち着いて学習できる

丸付けを行う友達へアドバイスを行う

☆ミニ先生の活用

最初の一人を担任
が丸付け

合格した子は、ミニ先生に

ミニ先生

教師を待つ無駄な時間が無くなる

☆グループ分け 試案（算数）

６年生

�
人
で
学
習

４人で学習

４人で学習

２
人
で
学
習

�
人
で
学
習

２人で学習 ２人で学習

効果の高い渡りの指導
ができる！
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